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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
〇全国平均よりも上回った種目 

 反復横跳び 

〇ほぼ同程度であるが、やや上回った種目 
 立ち幅跳び、長座体前屈、５０ｍ走、 

 ２０ｍシャトルラン、上体起こし 

〇同程度の種目  立ち幅跳び 

〇ほぼ同程度であるが、やや下回った種目 

 持久走、握力 

〇昨年度より下回った種目 
ハンドボール投げ 

・昨年度から補強運動として上体起こし、腕立て伏せ、背筋、

ストレッチを１年間行った結果が記録として表れ始めてき

ている。今後も運動機会を設定するためにも運動種目考えて

継続していく。 

 〇全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回

った種目 

立ち幅跳び、長座体前屈、握力、 

上体起こし 

〇全国平均よりも下回った種目 

 ５０ｍ走、反復横跳び、ハンドボール投げ 

〇かなり下回った種目 

 ２０ｍシャトルラン、持久走 

・運動の種目によって得意・不得意の差が顕著、練習に消極的

な場面があるなど課題がある。目標を設定し、達成に向けて

努力できる生徒が多いため、引き続きスモールステップとグ

ループでの練習などを工夫していく。 

 ・「運動することが好き」と回答する子どもの割

合（ 令和７ 男子 74％ 女子 37％ ） 

・「体育の授業が楽しい」と回答する子どもの割

合（令和７ 男子 59.0％ 女子 29.6％） 

・１週間の総運動時間が 420分以上と回答する子どもの

割合（令和７ 男子 74.1％ 女子 38.0％） 

・運動が好きな子ども割合が男女で大きく差が開いてお

り、女子では二極化が見られる。 

・運動に苦手意識をもつ生徒も多いため、楽しい、で

きる喜びを実感できる授業の工夫や運動三間を意識し

て設定を引き続き行っていく。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○課題探究的な学習を推進し、Ｉ

ＣＴを活用した学習活動の充実

を図る。 

〇新体力テストの分析をもとに、

個々の意識だけでなく、周囲の

人や環境にも目を向けられるよ

うな指導を行う。 

○運動経験者が仲間と共に話し合

い、学び合い、お互いに高め合

う姿勢を重視する。 

〇保健来室時に生徒自身が問診内容を

記録し、健康状態を理解し、養護教

諭と共に解決策を見付けていく取組

（コーチング）。 

○性に関するアンケート結果の分析か

ら生徒や保護者の意識変化を見取

り、指導内容の改善・充実を図る。

また、性教育に関する総合的な学習

の時間を見直し、活動時間の確保に

努める。 

〇外部講師の活用を図る。 

○昼休みの体育館・グラウンド開放

による運動に親しむ習慣を喚起す

る。（レク大会やゲーム的要素を

含んだ催しの開催など） 

○長期休業中にも体育・スポーツに

関する課題を出して、運動の日常

化・意識の向上を図る。 

○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等） 

○授業の学習カードでの振り返りから、生徒の意見や声を拾い授業に反映させる 

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や新体力テストの調査結果等を活用 

○性に関するアンケート、学校関係者評価、歯科検診結果等の活用 


